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自然降雨の発生した際の雲厚を決定することができたこ

とは，それに対する一つの参考資料を提供するものと思

われる．すな：わち第5図a）～d）に示す雲Aは雲頂温

度がo　oC以下に下らなかったので，これから発生した

雨は完全に暖かい雨である．しかも同時に得られたレー

ダーの結果と対照すると雲厚が2300mになったとぎに

雨が発生している．この事実はLudlamの理論的結果

（Ludlam，1951）ともよく一致する（上昇気流の速度4

～5m／sec，半径30～40μの海塩粒子が成長して降雨を

生じる最小雲厚）．故に雲厚1000～2300mの積雲はその

ままでは降雨は生じないが，散水すれば降雨を生じるこ

とができるといえるであろう．

　4．　あとがき

　われわれは先に人工降雨の実験結果を説明するのにい

ろいろ苦心してきた．しかしそれは正確かつ詳細な気象

資料が不足していたからであって，今迄のところ現在の

われわれの雲物理学の知識をもって説明できないような

現象はなに一つ起こっていないように思われる．従って

人工降雨は降雨機構の応用であるといってもよかろう．

　人工降雨の実験にレーダーを使用したことは大体にお

いて成功だったと思われる．それによってわれわれは発

生した降雨を物理的に説明することもできたし，また

（ここでは詳しく述べなかったが）定量的に測定するこ

ともできたのである．最後に著者が以前（日本気象学会

昭和39年度秋季大会）述べた言葉をも一度繰り返させて

頂きたい．“レーダーは従来統計学の領域に引っばり込

まれかけていた人工降雨を再び雲物理学の領域に引き戻

すものである．”
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降雨の雲物理的考察＊

駒 林 誠＊

　前回の集中豪雨に関するシンポジウムにおいて筆者は

降雨の雲物理的考察について話を進めた．

　今回は，さらに考えを補足しながら，44年6月，7月

の梅雨期の降雨について三重県の尾鷲と鹿児島県の枕崎

において観測した結果にもとづいて話を進める．なお話

題の元となる結果の2，

げるので参照戴きたい．

　　　　　　　　　　　　づ
3については本大会予稿集にあ
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